
   Jean Michel Pilc Trio
[Profile]
ジャン・ミシェル・ピルク   Jean-Michel Pilc  (p)

 1960 年パリ生まれ。

研究者としてロケット開発に携わっていたという異色の経歴を持つことでも知られるフランス人

ピアニスト。彼は、独学でピアノの演奏を習得する。

1995 年にニューヨークに移住し、François Moutin (b) 、Ari Hoenig (ds) と共に自身のトリオを結成し

活動を始める。'00 年に NY の "Sweet Basil" でライブ・レコーディングを行い、2 枚の CD をリリースする。

その後、Dreyfus Jaz と契約し「Welcome Home」「Cardinal Points」そして自身初のピアノ・ソロ

「 Follow Me」のアルバムとトリオでの「Live at Iridium」「New Dreams」「True Story」をリリースする。

Motema Label に移籍後は、ライブレコーディングの「Essential」とトリオの名称を "Pilc Moutin Hoenig"

として「Threedom」をリリースする。

'05 年、Sunnyside Records より 3 枚目のピアノソロアルバム「What Is This Thing Called?」をリリースする。

'09 年、 チャップリンの作品から得たインスピレーションを元に新プロジェクト「Modern Lights」を、'13 年には、より自身の表現を深めるため、Octet

「Big One」を立ち上げる。

Jazz に限らず音楽ディレクター、ピアニストとして Harry Belafonte とともにオペラ歌手 Jessye Norman と競演。

'06 年から現在まで、NYU Steinhardt、New School で後進の指導にあたる他、教則本「It's About Music - The Art and Heart of Improvisation」

(Glen Lyon Books)、「True Jazz Improvisation」(JazzHeaven) 等も出版している。

現在まで、Roy Haynes、Michael Brecker、Dave Liebman、Jean Toussaint、Rick Margitza、Martial Solal、Michel Portal、Daniel Humair、Marcus Miller、

Kenny Garrett、Lenny White、Chris Potter、John Abercrombie、Mingus Dynasty & Big Band、Lew Soloff、 Richard Bona 等多くの著名なミュージシャン

と競演している。

オル・バレケット  Or Bareket (b)
エルサレム生まれだが、育ちはアルゼンチンのブエノスアイレスとイスラエルのテルアビブ。

NY のジャズシーンで、早くも多芸なベーシストの一人として注目を浴びている。2011 年には International 

Society of Bassists' jazz competition で優勝。彼の生い立ちの多様さが、そのスタイルを際立たせている。

特にインプロのアプローチは、地中海、南米、北米のフォークなどの要素を帯び、それらすべてはアメリカン

ジャズの伝統への、深い敬意と知識をもって解釈されている。

ＮＹに拠点を移してからは、Jean-Michel Pilc, サム・ヤヘル , スリー・コーエンズ（アヴィシャイ・コーエン、

アナット・コーエン、ユヴァル・コーエン）, ビリー・ハート , ビクター・ルイス ,　ドン・フリードマン、

アリ・ホーニグ、 ジブ・ラヴィッツ、 ギラッド・ヘクセルマン、エリ・デジブリ、 シャイ・マエストロ、 シリル・

University of North Texas において、 Ed Soph 氏に師事。2009 年に NY、Brooklyn へ移住。

サイドマンとして、Jazz から Indie Rock までたくさんのレコーディングに参加。

激しく、繊細な、ダイナミックな、そして説得力のあるドラムプレイで、瞬く間にドラマー / プロデューサーと

して頭角を現した。Lew Soloff's (Blood Sweat and Tears) Quartet、 Grace Kelly’ s band、 the Kenny Werner and 

Fred Hersch Trio、the Jean-Michel Pilc New Trio +1 等、多くのグループでレギュラーメンバーを務めいている。

しっかりとしたジャズの基礎に加え、ロック /R&B/pop などもジャンルを問わず演奏しており、Jackson Harris など

pop/rock シンガーのサポートも精力的に行っている。

あまりに多種多様なプロジェクト（jazz, hip-hop, experimental electronic music, indie rock, folk）に携わっている為、

Musical Chameleon（ミュージカルカメレオン）と称されることもある。

エイミー、 ヨタム・シルバーステイン等、 世界中の幅広いアーティスト達と共にレコーディングや、ツアーに参加している。

ロス・ペデルソン  Ross pederson (ds)

モントルージャズフェスティバルを始め、様々なステージをこなしつつ、世界各国へのツアーを敢行。数々のラジオ、テレビ番組、Blue Note をはじめ、

NY にある数々の有名クラブに出演。現在は Jazz、electronica、R&B、folk 等の自身のプロジェクトを中心に活動している。

これまでに多くの名高いミュージシャン / アーティストとステージを共にしている。

Patti Austin、Chris Potter、Emmy Rossum、Jessie James、David Binney,、Lew Soloff、 Jean-Michel Pilc、 Rufus Reid、 Mark Egan、 Francois Moutin、

Grace Kelly、John Ellis、Gary Versace、Oz Noy 等、多くの名高いミュージシャン / アーティストとステージを共にしている。

2009 年にはピアニストのケン・ワーナーと共に、教則用プレイアロングアルバムをレコーディング。（"Trading With the Greats," a Jody Jazz Production）

教育者としても多くの大学でクリニックやマスタークラスを開催、講演している。


